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スウェーデンから来た娘さん

　この団地に高齢のお母様が一人暮らし
をしており、自分はスウェーデンに住ん
でいて、そのお母様の世話をしに帰って
きているという女性が来店しました。
　日本から距離はかなりありますが、電
波伝搬上の特性で、アマチュア無線でス
ウェーデンやノルウェーからは電波が強
力に入感し、何人もの人と交信したこと
があります。
　また、「大学院時代の先輩がスウェー
デンのウプサラ大学に留学していたこと
があって」と伝えると、ウプサラに住ん
でいたこともあるとお話しが弾みまし
た。
　なんでも緯度が高いので冬は午前10
時ごろにようやく明るくなって、午後２
時過ぎには日が沈むそうです。日本から
行った人はその環境に順応できにくいで
しょうが、現地の人は何とも感じないの
ではと聞いてみました。
　ところが予想に反してスウェーデンで
生まれ育った人でも、昼が極端に短いこ
とにより、うつっぽくなったり精神的に
大変だとのことでした。人間の脳で感じ
る日内リズムは、精神状態をコントロー
ルする重要な役割を果たしているのだと
証明するような体験談です。

スマホ中毒だった女子高生は

　冬のスウェーデンなど北欧の国々で
は、日中の時間が極端に短いという逃れ
られない環境で生活しています。ところ
が日本では、夜中までスマートフォン（以

下、スマホ）やゲームをやって昼夜逆転
している若者が多く問題になっていま
す。そんな生活を続けていると北欧の人
たちのような精神状態になってしまうの
ではないでしょうか？
　何年か前、当時女子高校生だった娘さ
んがスマホ中毒になり朝から晩まで、そ
して風呂に入るときもスマホを手放せな
い。朝が起きられなくて学校にも行けな
くなったが、どうしたらいいでしょうか
と相談に来られた男性がいました。「何
としてもスマホができないような環境に
してあげないと、その子の将来は真っ暗
ですよ」と強く警告しました。
　しかし、娘の思うがままにさせておい
た結果、現在は心療内科にかかり、薬に
頼らないと生活できなくなってしまって
いると先日来店されたときにこぼしてお
られました。
　自然の中で生かされている私たちは、
自然には逆らえないようなからだのつく
りになっているのでしょう。
　前出の女性、「今はロシアの上空は飛
べないので北極回りでスウェーデン入り
するから、富士山は見られないの｣ と
意外な言葉を残して帰られました。
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宮川薬局（宮城県仙台市）代表
薬学博士・薬剤師

　1976（昭和 51）年、東北薬
科大学（現・東北医科薬科

プロフィール

大学 ）卒業。 '78（同 53）年、 同大学大学院修士
課程修了。 '87（同 62）年、薬学博士学位。地域に
根ざしたおクスリ屋さんとして、多くのファンが。
「空気の乾燥にくれぐれも注意してください」
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